
 

令和６年度 修了式 

 

 

令和６年度の修了式におい
て、一年間の教育課程を修了し

た証である修了証を授与しまし
た。今年度は１９９日の登校日で
したが、雨の日も風の日も、暑い
日も寒い日もがんばって登校し、
一年間を通して全ての活動に一
生懸命に取り組みました。先日
行われた卒業式でのお別れの
言葉では、原稿を見ずに自然
に、そして、力強く読み上げてい
る様子は大変立派で、一人一人
の成長を感じさせるものでした

が、本日、修了式に臨んでいる
表情は４月の始業式の時からさ
らに大きく成長したことを感じる
ことができました。子どもの時期
の１年は大人の時期以上にとて
も大切で成長の幅がとても大き   

いです。これまでの一年間の学びを大切して、令和７年度も興味や関心をもっていろんなことに挑
戦し、これからも学び続けてほしいと思います。 
修了式の後は、学級において第二学期通知表を担任から受け取り、これまでの学習の歩みを振

り返りました。この振り返りはとても大切で今後の学習に大きな影響するものです。自分のがんばっ
たことに自信をもち、少し足りなかったことには積極的に取り組んでいきましょう。 
令和７年は新入生２名を迎えて１７名でスタートします。よいスタートをきって始められるように心も

体も万全にして４月８日に登校してください。待っています。 
 

春休みの生活について、生活担当の先生からお
話しがありました。 

○は  ・・・ はやねはやおき、 

規則正しい生活をおくりましょう。 

○る  ・・・ ルールを守って生活しましょう。 

○や  ・・・ 優しい気持ちで過ごしましょう。 

○す  ・・・ すてきな思い出をつくりましょう。 すすんで行動もいいですね。 

○み  ・・・ みんな元気に、４月８日登校しましょう。待っています。 

「はるやすみ」を心において、ちょうど２週間ある春休みを有意義に過ごして新学期を元気に始めら

れるよう準備をしておきましょう。 
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進んで取り組む子 
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お世話になった先生方とお別れしました 
 

令和６年度福井県教職員定期異動により本校より２名の先生が離任することになりました。これまで、本校教
育のために、子どもたちのために一生懸命に仕事に取り組んでいただきました。お別れするのはさみしいです
が、新しい場所でのご活躍を期待しています。 
 

N.A.先生 

令和５年度に本校に着任し１・２年生の学級担任として勤務していただきました。入学して間もない１年生を
優しく丁寧に導き、授業やその他の活動で子どもたちといっしょに楽しく過ごしていたのを今でも覚えていま
す。また、字が上手で板書や掲示物の字を見て驚くこともよくありました。年度途中よりご家族の介護のため
休暇をとっていましたが、この度、ご家庭の都合によりご退職することとなりました。そして、３５年にわたる教職
員生活を終えられるということで、たいへんお疲れ様でした。この間、楽しかったことやつらかったこと等、様々

なことがあり、思い出に残ることが多かったと思います。これから先はまずは、心と体の休養に努められて、新し
い人生のスタートをきっていただきたいと思います。そして、違った形で再び教育現場でご一緒できることを期
待しています。これまで、ありがとうございました。 
 

A.T.先生 

令和６年度６月より着任し、２年生国語、３・５年生算数、３・４年生および５・６年生理科を中心に授業を担
当していただきました。その他の仕事として、人権教育、視聴覚教育、情報教育、環境教育、読書活動等、多く
の仕事に取り組んでいただきました。先生のアイデア豊富な取組として記憶にあるのが、『ありがとう集会』、
『感謝の手紙交換』、そして、『感謝のつどい』です。人権週間と関連付けた取組にも位置付け、何よりも子ど
もたちにどのように人への感謝の気持ちをもってもらうか工夫をしていたのを覚えています。特に、『感謝のつ
どい』は今年度の新しい行事で、一からの企画や準備となり、とても苦労をかけましたがあのような有意義な
会になったことはとてもよかったと思っています。４月からは次の学校での勤務となりますが、さらなる活躍を期

待しています。ありがとうございました。 
 
は 

令和７年度の学びを考えよう  

 

学校評価に「宿題の他に、進んで、勉強や自主学習をしている」という質問がありました。令和５年度３月から
今回実施の４回分を比較したグラフです。今回の結果で、青い部分 A「あてはまる」とオレンジの部分 B「ややあ

てはまる」を合わせて 100％となりました。全校児童が宿題以外の学習を自主的に取り組んでいる、という結果
です。しかし、保護者の結果では A「あてはまる」の回答は 25％となっており、それぞれ捉え方の違いがあるよう
です。まもなく、令和７年度が始まりますが、これからの学びは「自分から取り組む」ことをめざして授業やその他
の活動に取り組むこととしたいと思います。自分で課題を見つけて自分で取り組むことができれば、自分のでき
ることが広がっていくと考えます。ぜひ、取り組んでほしいと思います。 
 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 切 り 取 り ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

学校へのご意見やご感想をお知らせください。       こちらからも可 ➔➔➔ 

 

 

   年 名前             （無記名でも構いません） 


